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S=1/250

1号配水池
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ヌマタルート流入管　DIP.GX　φ300

愛宕系直送管　DIP.GX　φ150

緊急遮断弁室

不断水分岐φ300×φ300

ヌマタ・北バイ　連絡管　DIP.GX　φ150
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 DIP.GXφ400

場内配管平面図

こどもの国送水管

鉄管Φ120 L=10.0m 撤去工

工事件名

管理番号 ﾏｲｸﾛNo.

縮 尺 分 割

甲府市上下水道局

※縮尺はA1で出力した場合

工事場所

図 面 名 1：250

（そ-1）中区配水池更新工事

甲府市愛宕町327番地（中区配水池内）

R5-そ-1

H-1場内配管平面図

新ヌマタルート　DIPφ300

φ500×φ300

 
既

設
D
I
P
φ

5
0
0

DIPφ
500(北

バイ）

DIPφ
150(愛

宕系）

流出管 DIP.GXφ300

DIP.GXφ300栓帽

A

A
A

A

303.79

302.40

301.84

323.46

323.26

323.23

323.70 322.82(底)

322.46(底)

322.48(底)

321.57(底)

321.52(底)
321.44(桝底)

322.77(底)

322.92(底)

322.87(底)

322.76(底)

323.90

324.08 324.77

322.84(底)

322.79(底)

322.52(底)

327.48

329.75

331.02

332.67

323.18

322.85

320.31(底)
322.38

323.55
321.90(底)

321.89(底)

327.19 329.46

325.95
327.15

328.77

330.31 329.82

330.21

336.67
336.03

334.23

332.82

334.05

331.85

338.21

337.06

336.33

335.60

334.72

335.19

331.99

329.48

326.89

329.22

328.65

328.76

327.86327.78

322.22

322.30

322.27

322.38

322.22

322.15 322.27

322.22

321.96(地中ｺﾝ天端)

322.38

322.21

323.79

325.11

326.96

328.00

326.50

324.72

323.84

322.46

322.05

321.94

324.11

325.24

324.92

323.41

321.56

319.32

316.32

321.35

321.00

320.12

319.23

320.09

319.92

318.51

317.58
316.79

316.71

315.87(底) 315.94(底)

317.27

317.20

316.97

316.79

321.64

316.34

315.63

316.80

313.90(底)

316.58

316.40

316.49

314.18(底)
314.35(底)

314.16(底)

316.54

316.76

316.78
316.45

316.83

316.40

316.39

311.97
312.03

316.15

312.00

312.46
312.35

316.90

317.26
316.64

317.03

316.47

315.81(底)

316.45

316.70

315.98(底)

325.68322.76

322.17

321.30

320.30

321.65

321.75

319.17

319.32

318.57

流量計
制御盤

SG-1

ST-1

ST-2

ST-3

ST-4

ST-5

ST-6

1-
NO

.1
3

1
-N

O.
12

1-
NO

.8

1-
NO

.
9

1-
NO

.1
0

1-
NO

.
11

1-
NO

.7

1-
NO

.
6

2-NO.5

2-NO.6

2-NO.7

2-NO.8

1-
NO

.2

1
-N

O.
3

1-
NO

.
4

1-
NO

.5

2-NO.1

2-NO.2

2-NO.3

2-NO.4

2-BP

1-
NO

.1
0

321.92
(地中ｺﾝ天端)

321.88
(地中ｺﾝ天端)

A

流
出
管
　
D
I
P
.
G
X
φ

4
0
0

ピ
ッ

ト
排

水
管

　
VP

φ
50



N=9

54000

場内配管（流入管）管割図（1）
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フランジ短管
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消火栓φ75補修弁付

筺（T.A1.B4.C2.S2)

筺（T.A1.B4.C2.S2)

DIP.GX形 曲管　φ300×90°

筺（筺鉄蓋.上桝H=200.下桝H=200.底板H=40)

DIP.GX形 フランジ付きＴ字管　

筺（筺鉄蓋.上桝H=200.下桝H=200.底板H=40)

筺（筺鉄蓋.上桝H=200.下桝H=200.底板H=40)
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(GF×RF)H=400
フランジ短管

以降は図面№C-23参照

ﾗｲﾅｰ使用箇所※1 P-Link使用箇所※2 G-Link使用箇所※3

※1　一体化長さ

　曲管部（45°以上）・仕切弁及び管末部及び片落ち部：配管詳細図記載

　上記以内の直管受口にはライナーを使用すること。

※2　P-Link

　直管受口に切管を接続する場合は、P-Linkを使用し接続すること。

※3　G-Link

　異形管受口に切管を接続する場合は、G-Linkを使用し接続すること。

・K形特殊押輪は3DkN仕様とする。

・掘削深さがH=1.5ｍを超える場合には土留工（軽量鋼矢板）を施す。

・施工順序について、事前に監督員に確認して下さい。

・土被り等に変更があった場合には監督員の指示に従って下さい。

・現場状況により上記の配管と相違が生じる場合には、監督員との協議を行って下さい。

GX形

L=514×275　GF×3
NCP三フランジT字管φ300×φ200

NCP両フランジ短管φ300
L=486　RF×RF

流入流量計（電磁流量計）300A

DIP.GX形 二受Ｔ字管　φ300×φ300

NCP 三フランジＴ字管　φ300×φ50　L=525

NCP片フランジ鋼管φ300　L=845

DIP.GX形 両受ソフトシール仕切弁φ300

挿し口GX加工

筺（T.A1.B4.C2.S2)

φ300RF×GX挿し口　h＝200

伸縮可とう管（ベローズ型）

L=514×275　GF×3
NCP三フランジT字管φ300×φ200

φ150と同一断面 77.0m

DIP.GX φ300　L=117.0m

(GF2号)

筺（T.A1.B4.C2.S2)
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(ﾊﾞｲﾊﾟｽ管)DIP.GX φ300　L=9.0m
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N=1

工事件名

管理番号 ﾏｲｸﾛNo.

縮 尺 分 割

甲府市上下水道局

※縮尺はA1で出力した場合

工事場所

図 面 名 Free

（そ-1）中区配水池更新工事

甲府市愛宕町327番地（中区配水池内）

R5-そ-1

場内配管（流入管）管割図（1） H-2

GX形直管はφ75～φ300：S種管、φ400：1種管とする。

　曲管部（45°以下）：1.0ｍ　　Ｔ字管部：1.0ｍ（φ100、φ150）7.0ｍ（φ300、φ400）

切管有効寸法1.0ｍとする。

・NCPナイロンコーティング鋼管等の寸法は参考値であり、

　起工測量にて寸法を確認し、施工すること。

　異種金属の接合箇所にはGFガスケット2号を接合すること。

・フランジはGF接合とし、同種金属の接合箇所にはGFガスケット1号を使用し、
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工事件名

管理番号 ﾏｲｸﾛNo.

縮 尺 分 割

甲府市上下水道局

※縮尺はA1で出力した場合

工事場所

図 面 名 Free

（そ-1）中区配水池更新工事

甲府市愛宕町327番地（中区配水池内）

R5-そ-1

場内配管（流出管）管割図（2） H-3

ﾗｲﾅｰ使用箇所※1 P-Link使用箇所※2 G-Link使用箇所※3

※1　一体化長さ

　曲管部（45°以上）・仕切弁及び管末部及び片落ち部：配管詳細図記載

　上記以内の直管受口にはライナーを使用すること。

※2　P-Link

　直管受口に切管を接続する場合は、P-Linkを使用し接続すること。

※3　G-Link

　異形管受口に切管を接続する場合は、G-Linkを使用し接続すること。

・K形特殊押輪は3DkN仕様とする。

・掘削深さがH=1.5ｍを超える場合には土留工（軽量鋼矢板）を施す。

・施工順序について、事前に監督員に確認して下さい。

・土被り等に変更があった場合には監督員の指示に従って下さい。

・現場状況により上記の配管と相違が生じる場合には、監督員との協議を行って下さい。

GX形

GX形直管はφ75～φ300：S種管、φ400：1種管とする。

　曲管部（45°以下）：1.0ｍ　　Ｔ字管部：1.0ｍ（φ100、φ150）7.0ｍ（φ300、φ400）

切管有効寸法1.0ｍとする。

・NCPナイロンコーティング鋼管等の寸法は参考値であり、

　起工測量にて寸法を確認し、施工すること。

　異種金属の接合箇所にはGFガスケット2号を接合すること。

・フランジはGF接合とし、同種金属の接合箇所にはGFガスケット1号を使用し、
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H-4場内配管（排水・越流管）管割図（3）

R5-そ-1

甲府市愛宕町327番地（中区配水池内）

（そ-1）中区配水池更新工事

Free図 面 名

工事場所

※縮尺はA1で出力した場合

甲府市上下水道局

分 割縮 尺

ﾏｲｸﾛNo.管理番号
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DIP.F ソフトシール仕切弁　φ200 RF×RF

DIP.K形 短管1号　GF

【排水管】
切管

DP＝1.22DIP.K形 短管1号　GF

【越流管】



工事件名
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縮 尺 分 割

甲府市上下水道局

※縮尺はA1で出力した場合
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（そ-1）中区配水池更新工事

甲府市愛宕町327番地（中区配水池内）
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場内配管（愛宕系直送管）管割図（4） H-5
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DIP.GX φ150　L=142.0m

DIP.GX形 両受短管　

P.C.L=323.938

GL=322.180

φ300と同一断面　77.0m

NCP両フランジ曲管150A 90°×235×235(GF×RF)

NCP両フランジ短管 150A　L=865(RF×RF)

NCP両フランジ曲管150A 90°×235×235(GR×RF)

DIP.GX形 短管1号　φ150（GF）

NCP両フランジ曲管80A 90°×137×137～2(GF×RF)

ソフトシール仕切弁(丸ハンドル)　φ75
フランジ調整管　80A　L=200(GF×RF)

NCP両フランジ短管 80A L=477(GF×RF)

NCP両フランジ短管150A　L=650(RF×RF)

NCP三フランジT字管A150×A80(175×175×85)(GF×3)

NCP三フランジT字管A150×A80(175×175×85)(GF×3)

両フランジフレキシブル短管80A(RF×RF)
NCP両フランジ短管　80A　L=754(GF×GF)

上

上
上

NCP両フランジ曲管80A 90°×137×137～2(GF×RF)
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N
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ﾗｲﾅｰ使用箇所※1 P-Link使用箇所※2 G-Link使用箇所※3

※1　一体化長さ

　曲管部（45°以上）・仕切弁及び管末部及び片落ち部：配管詳細図記載

　上記以内の直管受口にはライナーを使用すること。

※2　P-Link

　直管受口に切管を接続する場合は、P-Linkを使用し接続すること。

※3　G-Link

　異形管受口に切管を接続する場合は、G-Linkを使用し接続すること。

・K形特殊押輪は3DkN仕様とする。

・掘削深さがH=1.5ｍを超える場合には土留工（軽量鋼矢板）を施す。

・施工順序について、事前に監督員に確認して下さい。

・土被り等に変更があった場合には監督員の指示に従って下さい。

・現場状況により上記の配管と相違が生じる場合には、監督員との協議を行って下さい。

GX形

GX形直管はφ75～φ300：S種管、φ400：1種管とする。

　曲管部（45°以下）：1.0ｍ　　Ｔ字管部：1.0ｍ（φ100、φ150）7.0ｍ（φ300、φ400）

切管有効寸法1.0ｍとする。

・NCPナイロンコーティング鋼管等の寸法は参考値であり、

　起工測量にて寸法を確認し、施工すること。

　異種金属の接合箇所にはGFガスケット2号を接合すること。

・フランジはGF接合とし、同種金属の接合箇所にはGFガスケット1号を使用し、

DIP.GX形 曲管　φ150×90°

切
管

DIP.GX形 両受短管　φ150

※DIP.GXφ150は土被りGL+323.938より深く埋設すること
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